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池
田
幸
應
教
授
、
永
坂
正
夫
准
教

授
は
、
小
坂
公
民
館
（
館
長
・
谷
村

昭
雄
稲
置
学
園
理
事
）
が
行
う
「
子

ど
も
の
居
場
所
・
御
所
八
塚
山
の
研

究
」
に
地
域
の
多
く
の
方
々
と
と
も

に
参
加
協
力
し
て
い
る
。 

　
平
成
１５
年
、
地
域
の
子
ど
も
の
遊

び
場
所
に
関
す
る
調
査
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、星
稜
高
校
の
背
後
に
あ
る「
御

所
八
塚
山
」の
名
が
浮
上
し
た
。
か
つ

て
は
、
子
ど
も
だ
け
で
も
遊
び
に
行

け
る
場
所
だ
っ
た
が
、
現
在
は
手
入

れ
が
悪
く
、
ク
マ
の
出
没

騒
ぎ
も
あ
っ
て
、
子
ど
も

は
立
入
り
で
き
な
い
。 

　
そ
こ
で
、
再
び
「
御
所

八
塚
山
」
を
学
習
や
遊
び

に
利
用
で
き
る
場
所
と
す

る
た
め
、「
御
所
八
塚
山
・

子
ど
も
の
森
（
仮
称
）
」
構
想
が
動

き
出
し
た
。
ク
マ
出
没
防
止
策
と
し

て
ヤ
ブ
刈
り
を
し
、
林
道
を
整
え
た

上
で
、
①
山
間
の
植
物
の
名
札
を
掲

げ
、
説
明
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
る
、

②「
御
所
八
塚
山
古
墳
群
」の
紹
介
書

を
作
る
、
③
鳥
の
生
息
に
つ
い
て
調

べ
る
、
④
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
分
布
図
を

作
る
な
ど
が
立
案
さ
れ
た
。
今
後
も
、

石
川
県
、
金
沢
市
の
担
当
部
署
や
近

隣
小
学
校
、
地
域
住
民
の
方
々
と
連

携
を
深
め
な
が
ら
「
御
所
八
塚
山
・

子
ど
も
の
森
」の
実
現
へ
向
け
て
鋭

意
取
り
組
み
は
続
け
ら
れ
る
。 
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金沢星稜大学大学院訪問記 Vol.６ 

金沢星稜大学大学院は、2008年4月、地域経済の担い手の育成と、 
地場産業の再生をサポートするシンクタンクをめざし、 

研究科名称を「経営戦略研究科」と改称。 
改革を進める大学院について原耕平研究科長に伺いました。 

北陸のユビキタスをめざして 

　

今
、
世
界
中
で
経
済
格
差
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
日
本
に
お
い
て
も
首
都
圏
へ
の

一
極
集
中
化
が
進
み
、
地
域
格
差
が
顕
著

に
な
っ
て
い
ま
す
。
石
川
県
も
例
外
で
は

な
く
、
企
業
の
支
店
撤
退
な
ど
が
目
立
つ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
２
０
０

０
年
か
ら
は
県
外
と
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

の
取
引
が
赤
字
に
転
じ
て
い
ま
す
。
北
陸

三
県
の
中
枢
で
あ
る
金
沢
周
辺
に
は
大
型

商
業
施
設
が
進
出
し
、
盛
況
を
呈
し
て
い

ま
す
が
、
あ
の
収
益
は
地
元
に
入
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
で
、
地
場
の
自

営
業
の
落
込
み
は
深
刻
で
す
。
地
域
経
済

が
弱
体
化
す
れ
ば
雇
用
も
減
少
し
、
学
生

は
東
京
な
ど
中
央
へ
出
て
行
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
れ
で
は
地
域
経
済
の
低
迷
は
一

向
に
解
決
し
ま
せ
ん
。

　

地
域
経
済
は
従
来
、
自
営
業
や
中
小
企

業
が
支
え
て
き
ま
し
た
。
今
日
、
企
業
経

営
に
国
際
的
な
金
融
市
場
や
為
替
市
場
の

情
報
分
析
は
不
可
欠
で
す
が
、
そ
う
し
た

中
小
企
業
で
は
充
分
な
情
報
吸
収
が
で
き

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
の
研
究
科
で

は
、
経
済
・
経
営
分
野
の
数
値
を
読
み
、

問
題
を
実
践
的
に
解
決
で
き
る
人
材
、
地

場
産
業
の
継
承
者
と
な
る
べ
き
人
材
を
育

て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
フ

リ
ー
タ
ー
が
多
い
と
い
う
状
況
は
、
大
学

が
輩
出
す
る
人
材
と
企
業
の
求
め
る
人
材

と
が
一
致
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
企
業
が
必
要
と
す
る
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
も
、
私
た
ち
の
重
要
な
役
目
と
い

え
ま
す
。

　

日
本
で
は
中
小
企
業
が
全
事
業
所
の
約

　

％
を
占
め
て
お
り
、
い
わ
ば
日
本
経
済

98の
主
体
で
す
。
私
た
ち
経
営
戦
略
研
究
科

は
、
経
営
環
境
や
財
務
・
税
務
な
ど
に
つ

い
て
、
地
元
の
経
営
者
や
商
工
会
と
共
に

考
え
る
シ
   

ン
ク
タ
ン
ク
の
よ
う
な
存
在
を

※
１

め
ざ
し
ま
す
。

　

学
生
に
と
っ
て
は
、
私
た
ち
指
導
陣
の

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
活
動
か
ら
多
く
の
実
務

的
な
事
柄
を
学
び
と
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

す
な
わ
ち
、
金
沢
星
稜
大
学
大
学
院
は
、

地
域
企
業
の
経
営
戦
略
に
お
け
る
さ
ま
ざ

ま
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
実
践
研
究
を
通
し
て
蓄

積
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
サ
ポ
ー
ト

す
る 
ユ 
ビ
キ
タ
ス
の
コ
ア
、
す
な
わ
ち
地

※
２

域
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
な
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
展
開
は
、
地
方
の
大
学
で

な
く
て
は
で
き
な
い
こ
と
で
あ
り
、
地
域

に
貢
献
す
る
こ
と
に
こ
そ
、
大
学
院
の
存

在
意
義
が
あ
る
と
も
い
え
ま
す
。

　

地
域
経
済
社
会
が
変
革
を
迫
ら
れ
て
い

る
今
、
私
た
ち
も
地
域
社
会
と
共
に
、
実

践
的
研
究
と
活
動
に
邁
進
す
る
大
学
院
へ

と
変
革
す
べ
き
時
を
迎
え
て
い
る
の
で
す
。

※
１ 
シ
ン
ク
タ
ン
ク：

頭
脳
集
団

※
２ 
ユ
ビ
キ
タ
ス：

い
つ
で
も
ど
こ
で
も

誰
で
も
情
報
を
手
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
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 �
数
値
を
読
む
�こ
と
が

で
き
る
、
地
域
経
済
の

リ
ー
ダ
ー
を
育
成

経
済
界
の
ブ
レ
ー
ン
と

な
っ
て
星
稜
の
ス
テ
イ

タ
ス
確
立
を
め
ざ
す

〔教育・研究課程の概要〕 



バ 
ト 
ン 

エ 

ッ 

セ 

イ 
B

aton
 E

ssay

08 ÇA ET LÀ

　

十
月
の
あ
る
日
、
私
は
国
の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
神
門
を
仰
ぎ
見
な

が
ら
、
石
段
を
ゆ
っ
く
り
の
ぼ
っ
て
通
り

抜
け
る
と
、
い
つ
も
の
よ
う
に
、
正
面
に

尾
山
神
社
の
本
殿
、
右
手
に
池
泉
式
庭
園

の
広
が
り
が
目
に
入
る
。
半
年
ぶ
り
に
な

ろ
う
か
。
紅
葉
を
は
じ
め
た
木
々
の
景
色

や
、
行
き
交
う
人
々
の
ざ
わ
め
き
が
、
短

い
間
で
も
、
月
日
の
確
か
な
過
ぎ
去
り
を

感
じ
さ
せ
る
。

　

こ
こ
が
、
藩
政
時
代
に
は
、
金
沢
城
の

西
側
の
防
備
を
補
強
す
る
金
谷
出
丸（
か

な
や
で
ま
る
）の
地
に
あ
た
っ
て
い
る
。周

囲
に
堀
を
め
ぐ
ら
し
、
背
後
の
東
に
架
か

る
鼠
多
門
橋（
ね
ず
み
た
も
ん
ば
し
）に

よ
っ
て
、玉
泉
院
丸（
ぎ
ょ
く
せ
ん
い
ん
ま

る
）と
つ
な
が
る
こ
の
砦（
と
り
で
）は
、金

沢
城
の
攻
防
戦
と
も
な
れ
ば
、
真
っ
先
に

最
前
線
の
一
つ
に
な
っ
た
は
ず
だ
が
、
そ

れ
を
し
の
ぶ
名
残
は
な
い
。

　

も
っ
と
も
、
藩
政
時
代
と
い
え
ば
、
戦

が
な
い
と
い
う
意
味
に
限
ら
れ
る
が
、
弐

百
数
十
年
に
わ
た
っ
て
平
和
が
続
い
た
、

世
界
史
的
に
も
め
ず
ら
し
い
時
期
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
金
谷
出
丸
も
早
く
か
ら

砦
の
意
義
を
失
い
、
前
期
の
頃
に
は
す
で

に
文
庫
が
お
か
れ
、
中
期
以
降
に
は
、
藩

主
の
後
継
ぎ
の
世
嗣（
せ
し
）や
隠
居
し
た

前
藩
主
・
前
藩
主
夫
人
ら
が
居
住
す
る
、

穏
や
か
な
地
で
あ
っ
た
。
そ
う
い
え
ば
、

か
つ
て
、
こ
の
金
谷
出
丸
に
造
営
さ
れ
た

屋
敷
の
一
例
を
調
べ
た（
拙
稿「
弘
化
期
に

お
け
る
金
谷
御
殿
の
増
改
築
に
つ
い
て
」・

「
金
沢
城
研
究
」第
二
号
）こ
と
が
あ
る
の

を
思
い
出
す
。

　

天
保
元（
一
八
三
〇
）年
、
江
戸
藩
邸
で

誕
生
し
た
十
三
代
藩
主
斉
泰（
な
り
や
す
）

の
世
嗣
犬
千
代（
後
の
十
四
代
藩
主
）が
、

元
服
し
て
筑
前
守
慶
寧（
よ
し
や
す
）と
改

め
、
弘
化
元（
一
八
四
四
）年
、
は
じ
め
て

の
帰
国
が
見
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。
藩

で
は
、
帰
国
し
た
慶
寧
の
住
居
を
、
当
時
、

金
谷
出
丸
に
居
住
す
る
真
龍
院（
十
二
代

藩
主
斉
広
未
亡
人
）の
屋
敷
に
、継
ぎ
足
し

て
造
営
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
共

用
で
き
る
部
分
を
生
か
す
な
ど
し
て
、
造

営
費
用
を「
御
事
軽（
お
ん
こ
と
か
る
）」＝

節
約
し
、予
算
額
を「
御
建
継
入
用
三
百
貫

目
余（
標
準
換
算
に
よ
れ
ば
、金
五
〇
〇
〇

両
）」に
と
ど
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
同
年

十
一
月
、
造
営
工
事
の
ス
タ
ッ
フ
が
決
ま

り
、
実
務
担
当
者
が
費
用
を
銀
三
九
三
貫

目
余（
同
六
五
〇
〇
両
ほ
ど
）と
見
積
も
る
。

こ
れ
は
、予
算
額
を
銀
九
三
貫
目（
同
一
五

〇
〇
両
ほ
ど
）超
過
す
る
こ
と
か
ら
、使
用

す
る「
松
材
木
」の
藩
有
林
か
ら
の
調
達
、

兼
六
園
中
の
竹
沢
御
殿
の「
御
建
具
等
」の

利
用
、
天
井
・
柱
の
樅
材
の
使
用
な
ど
の

工
夫
も
し
た
が
、
そ
れ
で
も
、
再
度
の
見

積
額
が
、
銀
一
一
貫
目
減
の
銀
三
八
二
貫

目（
同
六
四
〇
〇
両
ほ
ど
）で
あ
っ
た
。

　

十
一
月
二
十
六
日
に
着
工
し
た
造
営
工

事
は
、
翌
弘
化
二（
一
八
四
五
）年
六
月
末

ま
で
続
き
、
七
月
に
入
る
や
、
完
成
し
た

屋
敷
は
、
金
沢
城
代
の
検
査
も
受
け
て
、

関
係
者
に
引
き
渡
さ
れ
、
慶
寧
の
居
住
部

分
は
金
谷
御
殿
、
真
龍
院
の
居
住
部
分
は

松
之
御
殿
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。
実

際
に
か
か
っ
た
造
営
費
用
は
、
銀
四
四
六

貫
目
余（
同
七
四
〇
〇
両
ほ
ど
）に
な
る
の

で
、
藩
の
予
算
額
よ
り
銀
一
四
六
貫
目
余

（
同
二
四
〇
〇
両
ほ
ど
）、
実
務
担
当
者
の

再
度
の
見
積
額
よ
り
も
銀
六
四
貫
目
余

（
同
一
〇
〇
〇
両
ほ
ど
）超
え
る
も
の
で

あ
っ
た
。
世
嗣
の
住
居
に
し
て
は
、
随
所

に
費
用
節
減
が
は
か
ら
れ
る
が
、
全
国
二

七
〇
余
藩
中
、
最
大
の
加
賀
藩
と
は
い
え
、

天
保
六（
一
八
三
五
）年
に
、
借
財
銀
高
が

九
万
一
八
五
五
貫
目
余（
同
一
五
三
万
両

ほ
ど
）に
増
大
し
、
弘
化
二
年
に「
御
利
息

一
ケ
年
分
三
千
五
、六
百
貫
目（
同
六
万
両

ほ
ど
）」に
お
よ
ん
で
は
、
や
む
を
え
な

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

造
営
業
務
が
す
べ
て
終
わ
っ
た
一
月
ほ

ど
後
の
同
年
八
月
十
九
日
、
十
六
歳
と
い

う
、
ま
だ
少
年
の
慶
寧
は
江
戸
藩
邸
を
た

ち
、
半
月
ほ
ど
の
旅
路
の
末
、
九
月
六
日

（
以
上
旧
暦
）に
金
谷
御
殿
、
私
が
た
た
ず

む
こ
の
地
に
、
ち
ょ
う
ど
今
頃
到
着
し
て

い
る
。
後
年
、
明
治
維
新
期
の
難
局
に
立

ち
向
か
う
、
英
明
と
う
た
わ
れ
た
慶
寧
は
、

な
に
を
思
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
無
事

到
着
の
安
堵
感
以
外
な
か
っ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

金谷出丸（「金沢城之図（津田文庫）」・金沢市立玉川図書館所蔵）
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学
生
・
教
職
員
で
構
成
す
る「
三

者
連
絡
協
議
会
」の
呼
び
か
け
で

大
学
施
設
内
外
一
斉
美
化
・
ク

リ
ー
ン
行
動（
ゴ
ミ
や
タ
バ
コ
の

吸
殻
拾
い
の
一
斉
行
動
）が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

毎
週
火
曜
日
と
木
曜
日
の
昼
休

み
に
学
生
・
教
職
員
が
協
力
し
て
、

学
内
の
講
義
室
及
び
大
学
周
辺
の

ゴ
ミ
や
タ
バ
コ
の
吸
殻
等
を
分
別

し
な
が
ら
拾
い
ま
す
。

　

自
分
た
ち
自
身
の
行
動
で
ク

リ
ー
ン
な
キ
ャ
ン
パ
ス
を
実
現
し

よ
う
と
い
う
一
斉
行
動
で
す
。
よ

り
多
く
の
学
生
や
教
職

員
の
マ
ナ
ー
を
守
る
意

識
や
美
化
の
意
識
、

ル
ー
ル
を
守
る
意
識
が

向
上
す
る
こ
と
を
願
い
、

今
後
も
継
続
し
て
行
っ

て
い
き
ま
す
。

※
こ
の
活
動
は
金
沢
市

の
公
共
マ
ナ
ー
向
上

を
目
指
す「
グ
ッ
ド

マ
ナ
ー
実
践
都
市
宣

言
」を
実
践
す
る
も

の
で
も
あ
り
ま
す
。

　
「
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
」グ

ル
ー
プ（
担
当：

安
藤

研
究
室
）で
は
、七
尾
市

南
大
呑
地
域
の
村
お
こ

し
を
目
的
に
、
七
尾
市

特
産
の
中
島
菜
を
活
用

し
た
カ
レ
ー
弁
当
を

サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス

と
の
産
学
連
携
で
開
発

し
ま
し
た
。　

月
５
日

12

（
水
）の「
最
終
報
告
会
」

に
は
関
係
各
界
か
ら　
60

名
以
上
の
方
々
が
出
席
さ
れ
、
最

終
商
品
化
採
用
作
品
が
選
定
さ
れ

ま
し
た
。
出
品
し
た
の
は
ガ
ラ
ム

マ
サ
ラ
、
Ｃ
Ｉ
Ｕ
、
Ｊ
Ｅ
Ｍ
☆
の

３
社（
仮
想
学
生
企
業
）で
、
選
ば

れ
た
の
は
Ｊ
Ｅ
Ｍ
☆
社
の
カ
レ
ー

（
写
真
）で
し
た
。

　

サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス
の
販
売

事
前
調
査
で
は
、「
カ
レ
ー
弁
当
と

し
て
は
異
常
値
の
数
量
、
店
１
日

あ
た
り　

個
以
上
」の
注
文
量
が

10

見
込
ま
れ
る
と
の
こ
と
で
、
学
生

を
は
じ
め
、
南
大
呑
町
会
お
よ
び

産
学
連
携
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い

た
多
く
の
関
係
者
の
期
待
も
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
追
い
風
を
受
け

て
サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス
で
は
、

星
稜
女
子
短
大
の
学
生
が
登
場
す

る
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
を
制
作
し
急
遽
放

送
を
決
定
。
１
月　

日
に
は
Ｃ
Ｍ

23

収
録
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
月　

日（
月
・
祝
）に
は
、
い

11

し
か
わ
シ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
で「
新

商
品
発
表
記
者
会
見
」を
行
い
ま

す
。
発
売
期
間
は
２
月　

日（
火
）

12

か
ら　

日（
月
）の
２
週
間
の
期
間

25

限
定
、
北
陸
三
県
サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ

ン
ク
ス
４
０
０
店
舗
で
販
売
し
ま

す
。
星
稜
女
子
短
大
の
学
生
が
考

案
し
た「
能
登
を
元
気
に
」す
る
カ

レ
ー
弁
当
を
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
、
食

べ
て
く
だ
さ
い
。

　
　

月　

日（
水
）、
経
営
学
会
主

12

12

催
に
よ
る
第　

回
公
開
文
化
学
術

12

講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
学

生
、
教
職
員
を
は
じ
め
、
日
本
防

災
士
会
石
川
県
支
部
の
方
々
な
ど

多
数
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

　

能
登
半
島
地
震
で
、
被
災
さ
れ

た
方
々
や
地
域
に
対
し
て
、
何
が

出
来
る
か
を
考
え
た
い
と
の
思
い

か
ら
、『
震
災
復
興
と
震
災
に
強
い

街
づ
く
り
』を
テ
ー
マ
に
、防
災
活

動
と
地
域
振
興
で
全
国
的
に
活
躍

さ
れ
て
い
る
藤
村
望
洋
氏
を
お
招

き
し
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
早
稲
田
商
店
街
の

取
組
や
全
国
的
な
防
災
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
な
ど
の
活
動
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
藤
村
氏
は

「
防
災
活
動
お
よ
び
巣
作
り
と
そ

の
周
辺
整
備
は
一
体
で
あ
る
」と

指
摘
さ
れ
、
防
災
と
は
、
何
か
特

別
な
こ
と
で
は
な
く
、
日
常
的
な

地
域
活
性
化
活
動
の
中
で
実
現
し

て
ゆ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
に
気
付

か
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

月　

日（
水
）、
４
年
生
対
象

12

19

の
卒
業
論
文
発
表
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
学
生
た
ち
は
、　

分
間
の

10

持
ち
時
間
を
精
一
杯
利
用
し
、
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
利
用
し
な

が
ら
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
の
研
究
成
果

を
発
表
し
ま
し
た
。
興
味
深
い
卒

論
テ
ー
マ
が
並
び
、
３
年
生
以
下

の
学
生
も
聴
講
し
て
い
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
会
場
か
ら
の

鋭
い
指
摘
を
受
け
る
場
面
も
あ
り

ま
し
た
。
４
年
生
は
発
表
後
も
研

究
を
続
け
、
２
月
の
卒
論
完
成
を

目
指

し
ま

す
。

４
年
間
の
集
大
成　

卒
業
論
文
発
表
会
開
催

『
震
災
復
興
と
震
災
に
強
い
街
づ
く
り
』

経
営
学
会
講
演
会
開
催

学
生
と
教
職
員
が
協
力　

一
斉
ク
リ
ー
ン
活
動

Sem
inar

C
om
m
unity

―
セ
ミ
ナ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
―

学
生
考
案　

カ
レ
ー
弁
当
販
売
決
定
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月　

日（
金
・
祝
）学
校
見
学

11

23

会
が
開
催
さ
れ
、
昨
年
を
上
回
る

１
１
２
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

入
試
説
明
・
学
校
紹
介
の
後
、
中

学
校
の
英
語
体
験
、
お
菓
子
作
り
、

お
も
し
ろ
実
験
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
作
成
な
ど
を
中

学
生
と
一
緒
に
体
験
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
希
望
者
が
部
活
動
の

見
学
を
し
ま
し
た
。

　

見
学
会
の
案
内
役
を
１
年

と
２
年
の
Ａ
組
の
生
徒
が
務

め
、「
大
変
素
直
で
親
切
だ
っ

た
」と
参
加
さ
れ
た
保
護
者

か
ら
の
評
判
も
上
々
で
し
た
。

　

国
内
旅
行
・
観
光
業
務
に
不
可
欠

な「
国
内
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
試

験
」に
８
名（
３
年
生
４
名
、
２
年
生

４
名
）が
合
格
し
ま
し
た
。
合
格
率

は
、
全
国
平
均
4
6
・
０
％
を
大
き

く
上
回
る
8
8
・
９
％
で
す
。
ま
た
、

こ
の
中
か
ら
、
同
時
に
海
外
旅
行
業

務
取
扱
い
に
必
要
な「
総
合
旅
行
業

務
取
扱
管
理
者
試
験
」に
も
２
名
が

合
格
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
不
動
産
業
界
で
は
必
須
資

格
で
あ
る
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
。

こ
の
資
格
試
験
の
受
験
者
は
毎
年

　

万
人
で
、
合
格
率
は
平
均　

％

20

15

（
石
川
県
1
3
・
５
%
）の
難
関
で
す

が
、
３
名
が
見
事
合
格
し
ま
し
た
。

国
内
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
試
験
に
８
名
が
合
格
！

宅
建
に
３
名
合
格
！

　

星
稜
中
学
生
と
大
学
留
学
生
の

交
流
会
が　

月　

日（
火
）星
稜
中

12

18

学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
学
か

ら
は
キ
ム 
セ
ウ
ン
さ
ん（
韓
国
）、

ラ 
ガ
ケ
イ
さ
ん（
台
湾
）、
シ
ド
ロ

ア
･
ア
リ
ョ
ー
ナ
さ
ん（
ロ
シ
ア
）、

ト
ウ 
ウ
ン
シ
ョ
ウ
さ
ん（
中
国
）

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

母
国
の
位
置
の
説
明
や
、
挨
拶

の
仕
方
、
日
本
に
来
て
感
じ
た
こ

と
な
ど
、
自
ら
の
体
験
を
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

生
徒
か

ら
も
発
言

や
質
問
が

あ
り
、
充

実
し
た
交

流
会
と
な

り
ま
し
た
。

大
学
留
学
生
と
星
稜
中
学
生
と
の
交
流
会
開
催

　

金
沢
星
稜
大
学
の
開
学　

周
年

40

を
記
念
し 
、
大
学
同
窓
会
と
高
校

同
窓
会
の
主
催
に
よ
り
、　

月
1

12

日（
土
）、「
地
方
活
性
化
セ
ミ

ナ
ー
」が
金
沢
星
稜
大
学
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。テ
ー
マ
は
、「
未
来
・

金
沢 
新
し
い
街
づ
く
り
の
提
言
」

で
す
。

　

講
演
者
は
、
国
土
交
通
省
山
本 

泰
司
課
長
補
佐
を
は
じ
め
、
ま
ち

づ
く
り
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
４
名
の
方
々
で
す
。
講
演
の

あ
と
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
本

学
の
早
瀬 
勇
学
長
が
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
つ
と
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
馳
浩
衆
議
院
議
員
・
前

文
部
科
学
副
大
臣
、
岡
田
直
樹
参

議
院
議
員
、
石
原
多
賀
子
金
沢
市

教
育
長
の
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　

山
下
哲
男
星
稜
高
等
学
校
同
窓

会
長
が
開
会
の
あ
い
さ
つ
、
鳥
居 

茂
金
沢
星
稜
大
学
同
窓
会
長
が
閉

会
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　

県
議
会
議
員
、
市
議
会
議
員
、

県
市
職
員
や
市
民
、
学
生
な
ど
約

２
５
０
名
の
参
加
が
あ
り
、
盛
会

の
う
ち
に
終
わ
り
ま
し
た
。

鳥
居 
茂
大
学
同
窓
会
長
よ
り

　

大
学
、
高
校
合
わ
せ
て
４
万
１

千
名
以
上
の
卒
業
生
を
社
会
に
送

り
出
し
た『
星
稜
ブ
ラ
ン
ド
』で
、

郷
土
・
金
沢
へ
お
役
に
立
て
た
セ

ミ
ナ
ー
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

我
々
卒
業
生
そ
し
て
在
学
中
の
学

生
の
皆
さ
ん
が
、
金
沢
の
新
し
い

街
づ
く
り
が
提
言
だ
け
で
終
わ
る

こ
と
な
く
成
功
事
例
を
つ
く
り
続

け
る
実
践
を
担
う
こ
と
を
期
待
す

る
と
と
も
に
、
我
々
の
使
命
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
本
学
同
窓
会
が

高
校
同
窓
会
と
協
力
体
制
で
企
画

を
試
み
た
の
は
初
め
て
の
こ
と
で

大
変
意
義
が
あ
り
稲
置
学
園
か
ら

巣
立
っ
た
同
窓
生
の
結
束
に
も
つ

な
が
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

稲
置
学
園
を
は
じ
め
大
学
教
職

員
の
皆
様
に
多
大
な
る
ご
協
力
を

頂
き
ま
し
た
事
、
こ
の
場
を
借
り

て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

開
学　

周
年
記
念
セ
ミ
ナ
ー
開
催

40

学
校
見
学
会
開
催　

昨
年
を
上
回
る
参
加
者

　
　

月
１
日（
土
）総
合
学
習
発
表

12
が
稲
置
講
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
合
学
習
の
ね
ら
い
は
、�
学
び

方
を
学
ぶ
�こ
と
を
目
標
に
、教
科

で
学
べ
な
い
課
題
を
み
ん
な
で
挑

戦
し
て
、
ど
う
や
っ
て
学
ぶ
か
を

見
つ
け
て
い
く
力
を
養
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
す
。

　

４
月
か
ら
、
生
徒
た
ち
自
身
で

決
め
た
課
題
に
対
し
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
調
べ
た

り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
り
、

実
際
に
現
地
に
赴
い
て
調
べ
た
り

し
て
、
知
識
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　

ど
の
ク
ラ
ス
も
一
生
懸
命
取
り

組
み
、そ
の
ク
ラ
ス
の
特
色
が
表
れ

た
良
い
発
表
と
な
り
ま
し
た
。

　

発
表
の
テ
ー
マ
は
次
の
と
お
り
。

１
年
Ａ
組　

未
来
、
現
代
、
過
去
の
地
球

１
年
Ｂ
組　
未
来
を
築
く
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

２
年
Ａ
組　

東
京
に
つ
い
て

２
年
Ｂ
組　

鎌
倉
に
つ
い
て

３
年
Ａ
組　

今
と
昔 
〜
衣
・
食
・
住
・
遊
〜

３
年
Ｂ
組　

マ
ネ
ー
に
も
マ
ナ
ー
を
�

総
合
学
習
発
表
会
開
催

　
　

月
７
日（
金
）、
１
年
生
か
ら
３

12
年
生
で
編
成
す
る
縦
割
り
の
チ
ー

ム
で
、
球
技
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

上
級
生
、下
級
生
と
の
息
も
合
い
熱

戦
が
く
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

〈
３
年
女
子
感
想
〉　

体
育
大
会
は
縦
割
り
班

で
し
た
。
普
段
は
あ
ま
り
一
緒
に
活
動
す
る

事
の
少
な
い
下
級
生
と
一
緒
に
し
ま
し
た
。

と
て
も
仲
良
く
な
れ
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。

縦
割
り
班
で
体
育
大
会
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月　

日（
火
）か
ら　

月
４
日

11

13

12

（
火
）ま
で
の
３
週
間
に
わ
た
り
、

杉
林
講
師
の「
基
礎
体
力
演
習
」で

iP
o
d
n
a
n
o

を
使
っ
た
ラ
ン
ニ

ン
グ
競
技
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

iP
o
d
n
a
n
o

は
、NIK

E
+

と
い

う
セ
ン
サ
ー
を
使
っ
て
ラ
ン
ニ
ン

グ
の
距
離
や
ペ
ー
ス
、
消
費
カ
ロ

リ
ー
が
計
測

で
き
ま
す
。セ

ン
サ
ー
と
対

応
シ
ュ
ー
ズ

を
使
い
、教
職

員
も
参
戦
し
、

ス
ポ
ー
ツ
学

科
の
学
生
が

走
行
距
離
を

競
い
ま
し
た
。

　
『
星
稜
チ
ャ
レ
ン
ジ
』の
結
果
発

表
と
表
彰
式
が　

月　

日（
火
）に

12

11

行
わ
れ
、
上
位
７
名
、
チ
ー
ム
優

勝
者
に
賞
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

◆
個
人
優
勝

　

３
０
０
㎞　

長
瀬
慶
太
さ
ん

◆
チ
ー
ム
優
勝

　

７
６
８
・
２
７
㎞　

Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｅ

　

９
月
１
日
よ
り
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
共
和
国
エ
ス
ポ
ー
市
に
あ
る 

V
T
T
R
e
se
a
rc
h
C
e
n
tre

o
f

F
in
la
n
d

に
日
本
学
術
振
興
会

（
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
）の
特
定
国
派
遣
研
究

者
と
し
て
５
ヶ
月
間
滞
在
し
、
現

在
、
海
の
安
全
や
環
境
保
全
に
関

す
る
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ

の
研
究
所
は
約
３
０
０
０
人
の
職

員
・
研
究
者
を
抱
え
、
私
の
よ
う

な
外
国
籍
の
研
究
者
も
１
０
０
人

以
上
が
在
籍
す
る
な
ど
北
欧
最
大

の
規
模
を
誇
り
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

国
内
だ
け
で
は
な
く
、
ス
エ
ー
デ

ン
や
デ
ン
マ
ー
ク
と
い
っ
た
国
々

を
含
め
た
研
究
開
発
の
拠
点
と

な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
と
い
え
ば
、
携
帯
電
話
の

N
O
K
I
A
が
頭
に
浮
か
ぶ
と
思

い
ま
す
が
、
N
O
K
I
A
の
本
社

は
こ
の
研
究
所
か
ら
歩
い
て
行
け

る
距
離
に
あ
り
ま
す
。

　

今
自
分
が
住
ん
で
い
る
ア
パ
ー

ト
や
研
究
所
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

国
内
で
も
最
高
の
環
境
に
あ
っ
て
、

金
沢
で
い
う
と
金
沢
城
公
園
を
金

沢
市
全
体
の
面
積
に
拡
大
し
、
そ

の
中
に
人
口
2
0
万
人
の
都
市
と
、

研
究
所
・
大
学
を
作
っ
た
、と
い
っ

た
感
じ
で
し
ょ
う
か
。
今
、
研
究

所
か
ら
ア
パ
ー
ト
の　

分
の
ほ
ど

15

の
距
離
を
歩
い
て
通
勤
し
て
い
ま

す
が
、
途
中
に
２
つ
の
ヨ
ッ
ト

ハ
ー
バ
ー
が
あ
り
、
全
体
が
公
園

の
一
部
で
す
。
森
の
中
の
道
を
歩

い
て
い
る
と
、
リ
ス
・
キ
ツ
ネ
・

ウ
サ
ギ
が
よ
く
顔
を
出
し
ま
す
。

こ
ち
ら
の
野
生
生
物
は
日
本
の
よ

う
に
簡
単
に
逃
げ
ま
せ
ん
。
木
に

登
っ
て
い
る
リ
ス
に
触
れ
る
く
ら

い
ま
で
近
寄
る
と
、
よ
う
や
く
逃

げ
出
す
く
ら
い
で
す
。

　

私
が
住
ん
で
い
る　

階
建
て
の

11

ア
パ
ー
ト
の
屋
上
に
は
サ
ウ
ナ
が

あ
り
ま
す
。「
サ
ウ
ナ
の
日
」と
い

う
の
が
あ
っ
て
、
自
分
の
場
合
は

そ
れ
が
火
曜
日
と
決
ま
っ
て
い
ま

す
。
火
曜
日
の
午
後
８
時
か
ら
１

時
間
、
屋
上
の
サ
ウ
ナ
で
ゆ
っ
く

り
と
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
ち
ら
の
サ
ウ
ナ
は
日
本

の
サ
ウ
ナ
の
よ
う
に「
た
だ
熱
い

だ
け
」で
は
な
く
、自
由
に
温
度
が

調
整
で
き
、
背
中
か
ら「
ほ
ん
わ

り
」と
暖
ま
る
と
い
う
よ
う
な
非

常
に
心
地
の
良
い
も
の
で
す
。
ま

た
、
ア
パ
ー
ト
の
屋
上
か
ら
は

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
湾
が
一
望
で
き
、

対
岸
の
国
、
エ
ス
ト
ニ
ア
を
望
む

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
日
本
で
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
の
話
題
と
い
え
ば
、「A

ir

G
u
ita
r

世
界
一
」が
あ
り
ま
す
よ

ね
。
し
か
し
、
こ
ち
ら
の
誰
に
聞

い
て
も「A

ir
G
u
ita
r

世
界
大
会
」

な
ど
知
り
ま
せ
ん
。あ
れ
は
、フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
の
田
舎
の「
盆
踊
り
大

会
」の
一
つ
だ
と
い
う
こ
と
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？
実
際
、
こ
ち

ら
に
は
地
域
ご
と
に
い
ろ
い
ろ
な

「
世
界
大
会
」が
あ
っ
て
、
た
と
え

ば
、「
奥
様
運
び
世
界
一
」や「
携
帯

電
話
投
げ
世
界
一
」な
ど
が
国
中

で
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
あ
、
ど

れ
か「
世
界
大
会
」に
出
場
す
れ
ば
、

誰
で
も
と
り
あ
え
ず
一
つ
く
ら
い

は「
世
界
一
」に
な
れ
そ
う
で
す
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
よ
り

　

日
本
学
術
振
興
会
の
国
際
交
流
事
業
の
特
定
国
派
遣
研
究
者
と
し
て
、 

平
成　

年
9
月
1
日
か
ら
平
成　

年
2
月
1
日
ま
で
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
、

19

20

「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
式
海
洋
汚
染
防
除
シ
ス
テ
ム
の
研
究
」を
行
う
短
大
の
沢

野
伸
浩
准
教
授
よ
り
、
リ
ポ
ー
ト
が
届
き
ま
し
た
。

私が毎日通勤している森の中には、
こんなクマまでいます！

私の研究室。室内に固定電話はなく、職員は研究所から支給される無料の携帯電話
（もちろんNOKIA）で互いに連絡を取り合います。プリンターやコピー、FAX、そ
の他事務用品は使い放題、インターネットは超高速。日本語は使えませんが、フィ
ンランド語・英語・スェーデン語・デンマーク語・ノルウェー語の相互翻訳が可能
な辞書システムなどがインストールされたパソコンがあり、非常に機能的です。

　
　

月
２
日（
金
）人
間
科
学
会
の

11
発
足
を
記
念
し
講
演
会「
魔
法
は

ひ
と
つ
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。講

師
に
、「
魔
女
の
宅
急
便
」の
作
者

と
し
て
知
ら
れ
る
角
野
栄
子
先
生

を
お
招
き
し
、�
誰
で
も
ひ
と
つ
魔

法
を
も
っ
て
い
る
�を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
世
界
か
ら

人
間
存
在
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

「
人
間
科
学
会
」発
足
記
念
公
開
講
演
会
開
催

人
間
科
学
部
ス
ポ
ー
ツ
学
科
企
画

「
星
稜
チ
ャ
レ
ン
ジ
」〜
み
ん
な
で
走
ろ
う
〜
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○剣　道　部 男子団体　　優　勝
 女子団体　　準優勝
○バレーボール部 女　　子　　準優勝
○バドミントン部 女子団体　　第３位
○空 手 道 部 男子団体　　組み手　第３位
 男子団体　　形　　　第２位
 女子団体　　組み手　第３位
 女子団体　　形　　　第２位

■ 第58回全国高等学校駅伝競走石川県予選会
　男子　第２位　　区間賞　２区　山谷俊弥　６区　西盛啓矢
　女子　優　勝　　区間賞　１区　岡本美鈴　３区　奥村麻由

■ 全日本ジュニア室内選抜テニス石川県大会
　Ｕ18女子シングルス　優勝　宮下裕紀

■ 平成19年度石川県高校ダブルス選手権大会
　優勝　林・宮下　準優勝　金平・吉田　第３位　村上・横野

■ 第30回全国選抜高校テニス大会北信越地区大会
　女子団体　第３位

■ 第13回全日本トランポリントーナメント競技選手権大会年齢別競技
　15・16歳の部　　優勝　田崎勝史

■ 2007JOCジュニアオリンピックカップトランポリン
　個人　男子の部　第４位　田崎勝史　第５位　吉村祐太

■ 第27回石川県高校囲碁秋季大会
　Ｄ級　第１位　畑　紘貴

■ 高校総体 第44回石川県高等学校スキー選手権大会
　男子　　総合　第３位　アルペン　第２位
　女子　　総合　第３位　アルペン　第１位
　女子スラローム競技　　　　　　　優勝　松下みなと
　女子ジャイアントスラローム競技　優勝　松下みなと

新人大会 （後期11月８日～11日）

　10月26日（金）から28日（日）、日本陸上競技選手権リレー
競技大会が日産スタジアム（横浜市）で開催され、櫻井悠香子さ
ん、野口莉那さん（ともに大学１年生）、稲本雅子さん、則島美
里さん（ともに短大２年生）のオーダーで出場しました。

○４×400mリレーで日本選手権に出場

　第86回全国高校サッカー選手権大会１回戦が12月31日
（月）さいたま市駒場スタジアムで行われ、大阪代表の近大附属
高校と対戦しました。星稜高校は前半30分に先制しましたが、
後半20分に同点とされ、ＰＫ戦の末３対４で惜しくも初戦で敗
退しました。

９年連続　18 回目
全国高校サッカー選手権大会出場

　12月23日（日）に第19回全国
高校女子駅伝が京都で行われ、星
稜のランナーが冬の都大路を力走
しました。
　石川県高校女子最高記録１時間
12分36秒の更新を目標に岡本
（３年）、林（２年）、上出（３年）榊
原（２年）、奥村（３年）のオーダー
で臨みました。記録は、１時間13
分52秒で41位でした。

３区　榊原選手

７年ぶり４回目
全国高校駅伝に女子チーム出場

　平成19年10月25日（木）から28日（日）、第55回秋季北信
越大学男女バレーボール選手権大会が富山市で開催され、大学
と短大の混成チームで出場しました。
　３部を全勝で勝ち抜
き、決勝は、春の大会
で敗れた相手で、今回
も最終セットまでもつ
れる接戦となりました
が見事リベンジを果た
し優勝し、２部への昇
格を決めました。

クラブ活動
大学と短大の混成チームで健闘!!

○バレーボール北信越リーグで２部に昇格！

２部昇格を果たしたメンバー

　12月２日（日）、第
45回北信越学生剣道
新人大会が福井県で開
催され、女子個人戦で
滝下彩乃さん（１年生）
が優勝しました。

北信越学生剣道新人大会
女子個人　優勝

　11月23日（金）から
25日（日）、第13回全
日本トランポリントー
ナメント競技選手権大
会が静岡県で開催され、
今井武志さん（２年生）
が17歳以上の部で優
勝しました。

全日本トランポリン競技選手権大会
17歳以上の部　優勝
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★サンタさんに大興奮
　楽しいクリスマス会★
　クリスマスに向けて、クリ
スマスソングを歌ったり、
リースやクリスマスツリーなどの製作をし
ました。クリスマスへの期待もふくらみ、当
日は朝からウキウキ　ワクワクしていた子
どもたちでした。
　先生たちのキャンドルサービス�でスタートし、
歌やダンスを楽しみました。でも、なんといってもサンタさ

んに会えることを心待ちにしていた子どもたちは、サ
ンタさん登場に大興奮。サンタさんから一人ひとりプ

レゼントをもらって「ありがとう」とにっこり。 �
　ランチは大好きなものがいっぱい
並んだバイキング。どれにしようか
と迷う姿も（笑）。大好きなものを
いっぱい食べてあっという間の楽し
い一日でした。

★もちつき会★
　12月６日（木）にお母さん方の協力でも
ちつき会が行われました。園長先生や運転
手さんがついた後は、いよいよ子どもたち
の出番です。
　きねをふりあげペッタンコペッタンコ。おいしい
きなこやあんこ、のり
を巻いたおもちがで
きました。
　「６個もおかわりし
たよ。」「あらあらおな
かは大丈夫？」家庭で
はしなくなったから
こそ続けていきたい
体験です。

★ハローサンタの会　サンタさんに大喜び★
　12月20日(木)のハローサンタの会には子どもたち待望の
サンタさんが星稜泉野幼稚園にやってきました。
　先生たちによるクリスマスソングメドレーの歌やダンスを
楽しみ、全員で大きなツリーも作りました。プレイルーム２
階のバルコニーからサンタさんが「メリークリスマス」と現れ
ると子どもたちの興奮もピークに・・・。サンタさんから一
人ひとりプレゼントを手渡され、昼食は十数種類ものクリス
マスバイキング。
　お楽しみのギュッとつまった１日となりました。

★親子で楽しむ　つくしんぼ学級開催★
　12月１日（土）園長先生を講師に、『木の枝を使って手作り
人形を作ろう』をテーマに親子で製作をしました。
　木の枝にひまわり、柿、あさがおなどの種や木の実など身
近にある自然物をボンドでくっつけて耳にしたり、目にした
り、思い思いに表現していきます。
　最初はどういうふう
にしようか迷っていた
子も、くっつけていくう
ちにどんどんイメージ
が膨らみ、とてもかわい
い木の人形ができまし
た。親子で楽しい時間を
過ごしました。
　
★今月は何の絵かな★
　廊下に面したガラスに、毎月園長先生が絵の具で絵を描い
てくれます。
　園長先生が絵を描いていると、通りかかった子どもたちが
気づいて足をとめます。「園長先生何書いているんだろうね。」
子どもたちの想像が膨ら
みます。「あっ！サンタさ
ん」「トナカイ・・・」「サ
ンタさん　○○がほしい
な」お願いをしていた子
もいたようです。先生も
「○○がほしいな（笑）」叶
えてもらえるかな ! ?

★朝顔のつるでリース作り★
　21世紀美術館の「あさって朝顔プロジェクト」に参加して
育てた朝顔のつるで年長さんがリースを作りました。毛糸を
巻いたり、園外保育に出かけ見つけてきたどんぐりやつばき
の種、まつぼっくりなど木の実や種、
木の枝を飾りました。同じものが二
つとない自分だけのリースはとって
もステキ�　子どもたちも大満足の
様子。飾るのが楽しみになりました。
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星稜エクステンションセンター 

皆様のご意見をお聞きし、内容をより充実させていきたいと思って 
おります。下記のアンケートにお答えください。 

資料請求用はがき 

星稜エクステンションセンター 
2008年度　開講講座パンフレット送付 希望する 

住　所 

氏　名 

連絡先 職　業 

年　齢 

〒 
 

（学校名） 

学校法人　稲置学園 
星稜エクステンションセンター部 

申込時にご記入いただいた個人情報につきましては、案内資料送付のみ使用いたします。 

送付先 

星稜エクステンションセンターはご存知でしたか 

 はい　　・　　いいえ 

今後、当センターで開講してほしい講座などありましたらご記入 
ください。（資格に限らず、文化、教養、その他の分野も可） 

その他センターにご意見やご要望等あればご記入ください。 

1

2

3

　星稜エクステンションセンターは、在学生及び卒業生の各種
資格取得や国家試験合格に向けての支援事業を行っています。
2008年度も、気軽に学べる教養講座から、国家資格まで、76
講座を開講します。社会人・一般の方も生涯学習の場として、
どうぞご利用下さい。（在学生保護者は特別料金）
　講座のパンフレットを無料でお送りします。ご希望の方は、
資料請求はがきに必要事項をご記入の上、郵送ください。

講座の詳細は、講座パンフレット、学園ホームページをご覧ください。

お問い合わせ
　　学校法人　稲置学園　星稜エクステンションセンター部
　　（金沢星稜大学 事務局内）　TEL 076-253-3867
　　e-mail　extension@seiryo-u.ac.jp

大連工業大学と学術交流協定調印
　1月18日（金）に、稲置美弥子理事長立会いのもと、金沢星稜大学と中国・大連工業大学の学術交流協定の調印が、早瀬　
勇学長、張　杰威理事長によって行われました。
　調印式には大連工業大学の張　�海管理社会科学学院学院長、金沢星稜大学の坂野光俊副学長、日本海国際交流センターの
古賀克己理事長らが同席しました。
　この調印によって、両大学の研究や交流活動がますます活発となり、両大学並びに両国のため大きな成果があがることが期
待されます。

パソコン・情報処理系講座
Word・Excel
Access･PowerPoint
初級システムアドミニストレータ　など

会計系講座
簿記・税理士
ファイナンシャルプランニング技能士
コンピュータ会計　など

法律・国家資格系講座
ビジネス実務法務
宅地建物取引主任者
行政書士
社会保険労務士　など

販売・福祉・医療・環境系
販売士
福祉住環境コーディネーター
医療事務 
色彩検定
ECO検定　など

語学・その他講座
日常英会話
TOEIC（初級・中級）
ファイリングデザイナー
電子化ファイリング
ビジネス能力検定
乗馬ライセンス　など

2008年度開講予定講座

 ����������  資格取得にチャレンジしませんか  ���������� 
～学生・生徒から一般の方まで～

星稜ワンカル（ワンコインカルチャー）講座

受講料500円の教養講座です。毎月1回開講

早瀬学長と張理事長（右） 調印後マルチビジョン前にて
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郵 便 は が き  

料金受取人払郵便 

差出有効期間 
平成22年1月 
27日まで。 

金沢市御所町丑10-１ 
金沢星稜大学　本館１階　事務局内 

9 2 0 8 7 9 0

学校法人稲置学園 
星稜エクステンションセンター部行 
 

金沢支店 
承　認 

7033

編集・発行／学校法人　稲置学園　2008年1月28日発行 
石川県金沢市御所町丑10-1　　076-253-3908　http://www.seiryo.jp 
編集責任者：春本裕雄（法人課長・秘書課長） 
編集担当者：上田奈津子、井下桂子、宮�　梢（以上秘書課） 

 
 
 
表紙：317（Aコース理系）本田修一郎ホーム 

金沢星稜大学
 （1月29日）～2月4日（月）　後期一斉試験期間2月

　ゼミナール大会発表5日（火）
～6日（水）　サークルリーダー研修5日（火）
　学内合同企業説明会7日（木）
～25日（月）　一般入試B日程出願期間12日（火）
～29日（金）　センター試験利用一般入試および
 CDP特待生入試　Ｃ日程出願期間

18日（月）

～27日（水）　追試験・再試験25日（月）
　一般入試B日程1日（土）3月
～21日（金）　センター試験利用一般入試および
 CDP特待生入試　Ｄ日程出願期間

3日（月）

　卒業認定発表13日（木）
　学位記授与式19日（水）
　新入生基礎学力テスト22日（土）
　前期入学式2日（水）4月
　新入生学内ガイダンス3日（木）
～5日（土）　新入生学外研修（山中温泉）4日（金）
　前期授業開始7日（月）
　新入生歓迎祭12日（土）
～14日（月）　3年次専門ゼミナール研修（輪島市）13日（日）

星稜女子短期大学
　一般入試Ａ日程・スカラシップ入試・長期履修学生入試・留学生入試2日（土）2月
　後期授業終了4日（月）
～12日（火）　後期考査5日（火）
～19日（火）　海外研修13日（水）
　春季休暇開始（～3月3日）13日（水）
～27日（水）　一般入試Ｂ日程およびセンター試験
 利用入試Ｂ日程出願期間

18日（月）

～22日（金）　2年次追試験・再試験20日（水）
～29日（金）　1年次追試験・再試験27日（水）
～3日（月）　スキー研修1日（土）3月
　一般入試B日程4日（火）
～21日（金）　一般入試Ｃ日程およびセンター試験
 利用入試Ｃ日程出願期間

10日（月）

　卒業式15日（土）
　一般入試Ｃ日程25日（火）
　2年次オリエンテーション3日（木）4月
　入学式5日（土）
　1年次オリエンテーション7日（月）
～9日（水）　新入生宿泊研修8日（火）
　新入生歓迎祭10日（木）
　前期授業開始11日（金）

星稜中学・高等学校
　中学入試9日（土）2月
～16日（土）　高2P修学旅行12日（火）
～15日（金）　高1Pスキー・スノーボード実習13日（水）
　高校推薦・専願合格者入学説明会16日（土）
　中学スキー教室20日（水）
　中学入学説明会23日（土）
　高校卒業式1日（土）3月
～6日（木）　高1学年末試験3日（月）
～5日（水）　中学学年末試験3日（月）
～14日（金）　高1AB修学旅行、高2学年末試験10日（月）
　中学卒業式14日（金）
　終業式19日（水）
祝）　高校入学説明会20日（木・
　高校二次入試22日（土）
　高校二次入学説明会23日（日）
　中学、高校入学式8日（火）4月

星稜幼稚園
　豆まき会1日（金）2月
　保育参観（年長）6日（水）
　保育参観（年少）7日（木）
　保育参観（年中）8日（金）
　入園説明会15日（金）
　個人懇談会16日（土）
　交通安全教室18日（月）
　ひな祭り3日（月）3月
　お別れ会7日（金）
　卒園式13日（木）
　終業式24日（月）

星稜泉野幼稚園
　豆まき会1日（金）2月
　個人懇談会2日（土）
　とらいランド参観（年長）4日（月）
　入園説明会13日（水）
　個人懇談会16日（土）
　ひな祭り3日（月）3月
　お別れ参観5日（水）
　年長組を送る会7日（金）
　卒園式13日（木）
　終業式24日（月）

行事スケジュール（2～4月）

あとがき
2007年度最後の「星稜サ・エ・ラ」となりました。

特集では、地域の方々と協力しながら、地域が抱えるさまざま

な課題に取り組んでいる活動を紹介しています。地域とともに歩み、

貢献している学園の一端を表現しました。

2008度も、更に充実した学園の諸活動をお伝えできるよう努力

して参ります。よろしくお願いいたします。

井下　桂子


